
宋
元
版
禅
籍
研
究
9

(椎

名
)

宋

元

版

禅

籍

研

究

日

『
五
燈
会
元
』
-

椎

名

宏

雄

一

『
五
燈
会
元
』
の
古
版
に
関
す
る
研
究
は
、
す
で
に
胡
適
博
士
に

よ
る

『
胡
適
手
稿
』
第
八
輯
中
に
お
け
る
九
編
の
論
致
が
存
し
、

一
九

六
〇
年
六
月
よ
り

一
二
月
に
及
ぶ
研
究
の
移
推
と
論
旨
の
展
開
が
示
さ

れ
て
い
る
。
博
士
が
用
い
た

『
会
元
』
の
古
版
は
、
台
北
の
中
央
図
書

館
所
蔵
の
宋
版

(零
本
)
と
、
同
じ
く
中
央
研
究
院
所
蔵
の
元
の
至
正
二

四
年
版

(零
本
)
、
及
び
求
古
楼
所
蔵
の
五
山
版
と
幾
種
か
の
明
版
等
で

あ
る
。
限
ら
れ
た
資
料
で
最
大
の
学
問
的
成
果
を
も
の
さ
れ
た
労
は
多

と
す
る
が
、
未
見
の
有
力
な
古
版
類
が
本
邦
に
は
存
在
し
て
い
る
の
で
、

こ
こ
に
あ
え
て
そ
れ
ら
の
紹
介
と
検
討
を
行
な
い
、
も

つ
て
博
士
の
研

究
を
補
足

し
た
い
と
思
う
。

剛
一

『
会
元
』

の
宋
版
は
本
邦
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
に
二
本
が
あ
る
。

そ
の
書
誌
的
概
要
は

『
書
陵
部
典
籍
解
題
』
に
所
載
さ
れ
る
。
共
に
欠

本
が
あ
り
、

一
は

一
八
冊

(巻
八
・
九
欠
)
、
他
は

一
五
冊

(巻

一
・
四
・

五
。
八
.
九
欠
)
で
あ
る
が
、
精
査
す
る
と
二
本
は
完
全
に
同

一
版
で
あ

る
。
序
蹟

や
刊
記
が
な
い
た
め
、
そ
の
刊
行
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、

宋
帝
譲
を
閾
画
し
て

「廓
」
字
に
至
り
、
南
宋

の
寧
宗

(
一
一
九
四
-
一

二
二
四
在
位
)
の
名
を
避
諜
す
る
。
こ
の
書
陵
部
本
中
に
み
ら
れ
る
多
く

の
刻
工
名
は
、
胡
適
の
紹
介
す
る
中
央
図
書
館
所
蔵

の
宋
版
の
刻
工
名

と
完
全
に

一
致
す
る
か
ら
、

こ
れ
ら
は
す

べ
て
同

一
版
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
、
現
存
す
る
宋
版
三
部
は
、
い
ず
れ
も
欠
巻
を
有
す
る
と
は

い
え
、
序
蹟
を
と
ど
め
ぬ
点
で
も
共
通
し
、
そ
の
開
版
時
に
果
し
て
序

践
が
存
在
し
た
か
否
か
は
速
断
を
許
さ
ぬ
。
し
か
る
に
、
本
邦
貞
治
七

年

(
一
三
六
八
)
京
都
建
仁
寺
刊
行
の
五
山
版
の

『
会
元
』
は
内
閣
文
庫

等
に
所
蔵
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
欠
紙
や
補
写
の
部
分
が
あ
る
が
、
総
合
す

る
と
初
刻
時
の
構
成
は
次
の
ご
と
く
で
あ

つ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
1
)淳
祐
十
二
年

(
一
二
五
二
)

大
川
普
済
の
題
辞

一
紙

(
2
)宝
祐
元
年

(
一
二
五
三
)

王
捕
の
序

二
紙

(
3
)本
文

二
〇
七
六
紙

凶

宝
祐
元
年

(
一
二
五
三
)

沈
浄
明
の
践

一
紙

(
5
)貞
治
五
年

(
一
二
六
六
)

中
巌
円
月
の
重
刊
勧
偶
ノ
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(
6
)貞
治
七
年

(
一
三
六
八
)

彦
貞

の
刻
成
記

(7)

〃

(
〃
)
 
宗

応

の
刊

記

}
一
紙

こ
の
五
山
版
原
刻
本
の
覆
刻
版
 
(国
会
図
書
館
等
所
蔵
)
 の
内
容
も
ま

た
同

一
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
五
山
版
の
特
徴
は
、
現
存
宋
版
に

は
不
明
な
(
1
)
(
2
)

側
の
宋
代
の
序
蹟
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
五
山
版
の

書
誌
的
特
徴
を
宋
版
と
比
較
す
る
に
、
左
右
双
辺

・
有
界

・
匡
廓
内
等

の
版
式
、
毎
葉

一
三
行
二
四
字
の
行
格
、
文
字
の
欠
筆
状
況
な
ど
す
べ

て

一
致
す
る
。
ま
た
版
心
上
欄

の
毎
葉
字
数
の
刻
記
も
全
同
で
、
下
欄

の
刻

工
名
す
ら
宋
版

の
そ
れ
を
多
く
遺
存
す
る
。
注
意
す

べ
き
は
、
宋

版

の
巻

三
の
丁
数
は
第

一
二
丁
目
を

「十

一
」
と
誤
刻
し
、
以
下
巻
末

の
四
四
丁
目
を

「
四
十
五
」
と
順
に

一
丁
つ

つ
誤
刻
す
る
が
、
こ
の
誤

刻
さ
え
も
五
山
版
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
五
山
版

は
宋
版

を
忠
実
に
覆
刻
し
た
覆
宋
版
と
断
定
し

て
よ

い
。
し
た
が

つ

て
、
五
山
版
に
存
す
る
(
1
)
(
2
)
(
4
)
の

序
蹟
は
元
来
宝
祐
元
年

(
一
二
五
三
)

刊
の
宋
版
原
刻
本
に
存
在
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
と
ど
め
ぬ
書
陵
部
本
や

中
央
図
書
館
本
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
す
で
に
失
な
わ
れ
た
こ
と
等
が

推
定
さ

れ
る
。
な
お
、
右
の
序
蹟
は

『
会
元
』
の
撰
者
が
大
川
普
済
の

発
願

に
よ
る
慧
明
首
座
な
る
こ
と
を
閲
明
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

三

さ
て
、
『会
元
』
入
蔵

の
最
初
で
あ
る
万
暦
蔵
本

(方
冊
本
)
、
及

び
そ
れ
を
承
け
る
江
戸
期

の
木
版
本
や
卍
続
蔵
本
等
の
流
布
本
に
は
、

至
正
二
四
年

(
一
三
六
四
)
延
俊
重
刊
の
序
が
存
し
、
か

つ
て
元
版
が
存

在
し
た

こ
と
を
容
易
に
推
察
せ
し
め
る
。
前
述
の
ご
と
く
胡
適
は
す
で

に
逸
書
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
の
至
正
版

の
零
本
を
紹
介
し
、
宋
版
と
比

較
対
照
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
幸
に
も
本
邦
長
野
県
松
本
市
に
あ

る
曹
洞
宗

の
名
刹
広
沢
寺
に
は
、
こ
の
貴
重
な
至
正
版
の
完
本
を
現
存

す
る
。
本
書
は
全
二
〇
巻
二
〇
冊
、
表
紙
は
良
質

の
朝
鮮
紙
に
よ
る
補

装
で
、
タ
テ
三
〇

・
五
c
m
、ヨ
コ
一
九

・
○
c
m
。延
俊
の
序
が
三
紙
半

(毎
半
葉

一
〇
行

一
六
字
)
に
亘
り
、

つ
い
で
本

文
は
匡
廓
内
、
左
右
双

辺
、
毎
半
葉

一
三
行
二
四
字
で
、
こ
の
行
格
は
前
掲
宋
版
の
そ
れ
に
等

し
い
。
版
心
は
白

口
、
「
(毎
葉
字
数
)

五
燈

(
巻
数
)
(分
類
)

(
丁
数
)

(刻
工
名
)
」
。全
体

の

一
%
ほ
ど
は
補
刻
と
み
ら
れ
、
各
巻
末
に
は
施
財

者
の
刻
記
が
存
す
る
。
全
文
に
訓
点
と
送
り
が
な
が
付
さ
れ
、
朱
引
朱

点
が
施
さ
れ
、
欄
外
に
は
時
と
し
て
中
世
の
墨
書
書
込
み
が
存
す
る
。

本
書
は
各
冊
首
尾
の
墨
書
識
語
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
摂
州
堺
禅
通
寺

の
常
住
で
あ
つ
た
が
、
広
沢
寺

(開
創
時
は
竜
雲
寺
)
開
山
の
雪
窓

一
純

(
一
三
七
七
-
一
四
五
五
)
が
康
正
元
年

(
一
四
五
五
)
に
信
州
筑
摩
郡
の

住
人
、
三
村
幸
親
や
三
沢
丹
波
守
道
梅
等
の
施
財
に
よ
り
、
同
等
に
施

入
常
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
修
補
の
時
期
は
、
巻
二
十
の
巻
末
に

「
延

徳
二
年
辛
亥
七
月
十
三
日
記
之
竜
雲
寺
公
用
」
と
み
え
、
延
徳

二
年

(
一
四
九
一
)
に
同
寺
二
世
天
宙
代
の
時
と
思
わ
れ
る
。

本
書
の
序
文
に
よ
れ
ば
、当
時
す
で
に
旧
版

は
焼
熾
し
て
い
た

の
で
、

会
稽
開
元
寺

の
大
沙
門
業
海
清
公
が
幹
縁
を
纂
り
、
中
書
省
左
丞
相
康

里
公
等
の
施
財
に
よ
り
、
至
正
二
四
年

(
一
三
六
四
)
に
刊
行
し
た
も
の

で
あ
る
。
清
公
と
は
物
初
大
観
-
晦
機
元
熈
-
業
海
了
清
と
承
け
る
大

宋
元
叛
禅
籍
研
究
(
一
)
(椎

名
)
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宋
元
版
禅
籍
研
究
(
一
)(椎

名
)

慧
宗
某
下
六
世
の
人
。
ま
た
巻

一
末
尾
の
纂
縁
者
の
中
に
は
、
康
里
公

の
助
刊
弐
万
字
を
は
じ
め
、

径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
住
持

希
顔
/
霊
隠
景
徳
禅
寺
住
持

輔
良
/
浄
慈
報

恩
禅
寺
住
持

明
徳

各
助
刊
弐
万
字

の
名
が
連
な
り
、
更
に
序
文
の
撰
者
た
る
中
天
竺
万
寿
永
詐
禅
寺
住
持

延
俊
の

一
万
字
以
下
多
く
の
僧
俗
名
が
並
び
、

こ
の
元
版

の
刊
行
が
文

字
通
り
五
山
十
刹
を
あ
げ
て
の
大
出
版
で
あ

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宋
元
両
版
の
書
誌
的
特
徴
を
比
較
す
る
と
、
版
式
と
版

心
上
欄

の
毎
葉
刻
字
数
と
は
全
同
で
あ
る
が
、
欠
筆
文
字
と
刻
工
名
と

を
異
に
す
る
。
た
と
え
ば
宋
版
で
は

「
廓
」
「
漣
」
「
箔
」
等
は
欠
筆
す

る
が
元
版
で
は
欠
か
ず
、
「樹
」
は
宋
版
で
は
欠
く
が
元
版
で
は
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
が
ご
と
で
あ
る
。

一
方
、
刻
工
名
が
異
な
る
の
は
当
然
で
あ

る
が
、
参
考
ま
で
に
次
に
掲
げ
よ
う
。
(

)
内
は
巻
名
を
示
す
。

施
仲
明

(
一
)
、陶
中

(
一
)
、
子
成

(四
、
一
二
)
、茂
叔

(
七
、
十
五
、
十

九
)
、古

(
一
九
)
、孫

(二
、
九
、
十
二
、
十
三
、
十
六
、
二
十
)
、謝

(
一
)
、

用

(
一
、四
)
、何

(二
、
十
六
)
、黄

(
三
)
、方

(三
、
四
、
九
)
、因

(四
)
、

身

(
四
)
、辰

(四
)
、侃

(十
、
十
三
)

〔異
版
部
分
〕

杭
文

(
一
-
27
丁
、
43
、
三
-
2
1-
24
、
十
三
)
、児
国
洋

(
一
-
7
、
十
六
)
、屠
明
堂

(
一
-
2
)

右
の
刻
工
名
を
長
沢
規
矩
也
博
士
の

「
元
刊
本
刻
工
名
表
初
稿
」
に

よ

つ
て
徴
す
る
と
、
「
子
成
」
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の

『
国
朝
文
類
』
元

統
年
間

(
一
三
三
三
-
四
)
刊
本
中
の
刻
工
名
に

一
致
し
、
ま
た
「
茂
叔
」

が
、
林
茂
叔
」
と
同
人
で
あ
れ
ば
、
同
文
庫

の

『宋
文
鑑
』
延
祐
年
隅

(
一
三

四
-
二
〇
)
補
刻
部
分
の
刻
工
名
に

一
致
す
る
。
更
に
異
版
と

み
ら
れ
る
箇
所
に
存
す
る

「屠
明
堂
」
な
る
名
も
同
文
庫
の
延
祐
中
饒

州
路
刊
本
で
あ
る

『
文
献
通
考
』

の
刻
工
名
中

に
見
出
さ
れ
る
。
延
祐

と
至
正
二
四
年
と
で
は
最
少
限
四
四
年
の
隔
た
り
で
あ
る
か
ら
、
同

一

刻
工
の
従
事
は
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
異
版
と
目
さ
れ
る
部

分
に
よ
り
古

い
延
祐
年
間
の
刻
工
名
が
み
ら

れ

る
こ
と
は
不
審

で
あ

る
。
延
祐
ご
ろ
に
宋
版

の
補
刻
が
行
わ
れ
、
そ

の
遺
葉
が
こ
こ
に
混
入

し
た
な
ど
の
理
由
に
で
も
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
元
版

の
特
徴
は
、
前
述
五
山
版

に
存
す
る
(
1
)
-
(
3
)
の
宋

代

の
序
蹟
を
も
た
ず
、
代
り
に
延
俊
の
重
刊
序

を
有
し
、
本
文
の
版
式

が
宋
版
に
同

一
な
る
こ
と
等
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
本
文
中
に
重

要
な
相
違
点
が
み
ら
れ
る
。
両
版

の
相
違
箇
所
を
対
照
し
て
次
に
示
す
。
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右
の
七
箇
所
中
、
(
5
)
を
除

い
て
は
す
で
に
胡
適

の
指
摘
す
る
と

こ

ろ
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
(
1
)
か
ら
(
4
)
ま
で
は
達
磨
伝
の
年
記
に
関
す
る

記
事
で
あ
る
が
、
元
版
は
明
ら
か
に
五
代
に
成

つ
た
燈
史

『
続
法
記
』

と
北
宋

の

『
伝
法
正
宗
記
』
(
一
〇
六
〇
)
と
に
よ
つ
て
記
事
を
改
め
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
右
の
相
違
箇
所
は

『会
元
』
の

諸
版
の
系
統
を
知
る
た
め
の
重
要
な
視
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

四

上
述
以
外
の
諸
版
は
、
紙
幅
の
都
合
で
省
略
す
る
が
、
最
後
に

胡
適
博
土
が
最
大

の
関
心
を
示
し
た
景
宋
本
に
つ
い
て
ふ
れ
よ
う
。
本

書
は
光
緒
三
二
年

(
一
九
〇
六
)
に
貴
池
劉
世
珊
が

『
景
宋
叢
書
』

の
三

と
し
て
影

印
し
た

一
〇
冊
本
で
、
(
1
)
大
川
の
題
辞
、
(
2
)
王
捕

の
序
、
(
3
)

沈
浄
明
の
蹟
、
(
4
)
円
月
の
重
刊
勧
偶
、
(
5
)
彦
貞
の
刻
成
記
、
(
6
)
宗
応

の

刊
記
、
(
7
)
本
文
、
(
8
)
光
緒
三
二
年
劉
世
珊
の
蹟
、
(
9
)
同
年
慈
石

の
蹟
、

よ
り
成
る
。
(
8
)
(
9
)

は
別
と
し
て
も
(
3
)
-
(
6
)
が
本
文
の
前
に
く
る
ほ
か
は

五
山
版
の
そ
れ
に
等
し
い
。
ち
な
み
に
、
近
年
に
台
北

の
広
文
書
局
や

徳
昌
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
縮
冊
の
洋
装
版
で
は
(
4
)
-
(
6
)
が
省
か
れ
、

全
く
宋
版
の
体
裁
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
宋
版
や
五
山
版
と
比
較
す
る

と
、
文
字
を
異
に
す
る
別
版
で
あ
る
。
特
に
巻
八
の
第
三
三
紙
に
は
補

写
が
存
し
、
ま
た
版
心
上
欄
の
毎
葉
の
刻
字
数
も
宋
版

の
そ
れ

(元
版

も
同
じ
)
と
は
異
な
る
。
更
に
、
宋
元
版
に
比
し
て
欠
筆

が
著

し
く
、

刻
工
名
の
遺
存
が
巻
十
に
三
名
み
え
て
宋
版
の
該
部
に

一
致
す
る
。
(
1
)

の
文
末
の
印
は
五
山
版
の
そ
れ
と
異
な
り
、
(
2
)
に
は
五
山
版
に
あ
る
印

が
存
在
し
な
い
点
も
不
可
解
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

こ
の
景
宋
版
な
る

一
本
は
博
士
も
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
到
底
宋
版
そ
の
も
の
な
ど
で
は
あ

り
え
ず
、
宋
版
と
五
山
版
と
に
基
づ
く
近
代
に
成
る
宋
版

の
模
刻
版
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
本
文
記
事
そ
の
も
の
は
宋
版
に
同

一
と
み
ら

れ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
用
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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